鳥取県立県民文化会館　利用許可及び処理基準（平成２２年度）
1． 根拠条文（利用の許可）
	鳥取県立県民文化会館の設置及び管理に関する条例第７条第１項
　県民文化会館を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも同様とする。


2． 審査基準（利用の許可）
	鳥取県立県民文化会館の管理・利用に関する規定第９条第１項
　理事長は、提出された利用申込書を審査し、次の各号に該当しない確認したときは、当該申込に係る利用を許可するものとする。ただし、第３項の規定により請求した利用料金が正当な理由なく納入期限内に支払われない場合は、当該許可は、許可の日に遡って無効となるものとする。
  （１）公の秩序を乱し、又は善良の風俗を害するおそれがあると認められるとき。
　（２）県民文化会館の施設設備をき損し、若しくは汚損し、又はそのおそれがあると認められるとき。
　（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に掲げる暴力団その他集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認められるとき。
　（４）前３号に掲げる場合のほか、県民文化会館の管理上支障があるものとして鳥取県立県民文化会館の設置及び管理に関する条例（鳥取県条例第２号）（以下「条例」という。）第７条第２項第４号に定める場合に該当するとき。


3． 標準処理基準
	鳥取県立県民文化会館の管理・利用に関する規定第９条第２項
　前項に定める審査は、利用申込書を受理してから15日以内に行わなくてはならない。


鳥取県立県民文化会館　利用料金の減免及び処理基準（平成２２年度）
4． 根拠条文（利用料金の減免）
	鳥取県立県民文化会館の設置及び管理に関する条例第１２条第１項
　指定管理者は、あらかじめ知事の承認を得て定めた基準に従い、利用料金を減額し、又は免　除しなければならない。


5． 審査基準（利用料金の減免）
	鳥取県立県民文化会館の管理・利用に関する規定第２７条
次の各号に該当すると認められる場合であって、申込者から減免の申請があった場合には、施設の利用料金を各号に定めるところにより減免する。ただし、延長利用（正午から午後１時まで及び午後５時から午後６時まで）及び時間外利用（午後10時から午前０時まで及び午前０時から午前９時まで）に伴う施設利用料金については減免しない。
（1） ホール又は展示室を専ら練習や準備のために利用する場合には、施設利用料を次のとおりとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
施設名
午　　前
午　　後
夜　　間
全　　日
午前９時から
正午まで
午後１時から
午後５時まで
午後６時から
午後10時まで
午前９時から
午後10時まで
梨花ホール
16,300

32,600

40,750

81,500

小ホール
2,850

5,700

7,120

14,250

展示室
4,060

5,420

6,770

13,550
（2） 文化芸術団体が行う、広く地域住民を対象とした営利を目的としない文化芸術活動にホール又は展示室を利用する場合には、施設利用料を２分の１に減額する。なお、文化芸術団体がホール又は展示室を専ら公演活動等の練習又は準備のために利用するときは、上記（１）の表に定める額の２分の１（10円未満の端数は切り捨てるものとする。）に減免するものとし、この場合において、減免の対象となる練習は、公演日から１ヶ月前までの期間に行う総合練習１回分に限るものとする。
文化芸術団体
①　鳥取県文化団体連合会加盟団体又は各加盟団体の構成団体。
②　鳥取県内で文化芸術活動歴があり、又は今後継続的な活動が見込まれる鳥取県内に本拠を置く団体。
③　文化芸術公演を行うため、行政及び文化芸術活動者で組織された鳥取県内の実行委員会。
④　定例的に文化芸術の鑑賞事業を行う、鳥取県内に本拠を置く団体。
文化芸術活動
1 　営利を目的としないこと。（非営利であっても過大な収益のあるものは不可とする。）
②　演奏会、公演、鑑賞会等名称、形態を問わないが、文化芸術の振興を目的として、地域住民に対して幅広く参加、鑑賞の機会を提供するものであること。
③　演奏会、公演、鑑賞会の直前（本番日に連続した日）に行う練習・リハーサル、準備も対象とする。
（３）文化活動にリハーサル室、練習室を利用する場合であって、利用予定日の１月前を経過後に利用申込があった場合、利用料を次のとおりとする。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
区　　 分
午　　前
午　　後
夜　　間
全　　日
午前９時から
正午まで
午後１時から
午後５時まで
午後６時から
午後10時まで
午前９時から
午後10時まで
第１練習室
270

550
680

1,370

第２練習室
330

670

840

1,680

第３練習室
540

1,080

1,350

2,700

第４練習室
730

1,460

1,830

3,670

リハーサル室
2,350

4,700

5,880

11,770

　（４）身体障害者手帳の交付を受けた者、療育手帳の交付を受けた者、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者その他次のアからウに掲げる基準に該当する心身に障害を有する者の社会参加を促進する目的で利用するとき又は介護保険法の規定による要介護認定若しくは要支援認定を受けた者の社会参加を促進する目的で県民文化会館を利用するとき（営利目的の利用の場合を除く。）は、次のとおり減免する。
　　　ア　児童相談所長又は知的障害者更生相談所長が、知的障害者（児）として判定し、証明書を交付した者。
　　　イ　児童相談所長が、児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生省令第63号）第48条第３号に定める自閉性を主たる症状とする児童であって、病院に収容することを要しないと認め、証明書を交付した者。
　　　ウ　小学校長又は中学校長が、「教育上特別な取扱いを要する児童・生徒の教育措置について」（昭和53年10月６日付文初特第309号文部省初等中等教育局長通達）の第１の８に規定する児童又は生徒として認め、証明書を交付した者（知的障害、病弱等に伴って情緒障害を有する者）。
障害者及びその介護者が利用者の２分の１以上のとき参加者が特定されていないとき
施設利用料の全額免除
障害者及びその介護者が利用者の２分の１未満のとき
施設利用料の半額免除（10円未満の端数は切り捨てるものとする。）
　（５）県内の学校等次に定める対象団体に属する幼児、児童、生徒又は学生が行う公演、学生等の作品の展示等の文化芸術に関する行事のうち、次に定める対象行事の要件を全て満たす事業に利用する場合には、本番のほか前日準備及びリハーサル（原則として本番前日から１か月前までの期間に行うもので、１回に限る。）のために利用する施設及び設備に係る利用料の全額を免除する。
対象団体
1 学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校、養護学校、大学、高等専門学校、幼稚園
2 専修学校
3 指定技能教育施設（技能教育を受けている生徒に限る。）
○若葉学習会専修学校　
○あすなろ予備校
4 保育所
5 教育関係団体
    ○中学校・高等学校文化連盟
　　○私立幼稚園協会
　　○書写書道教育研究会
対象行事
1 象団体が主催するもの
2 対象団体の代表者（学校長等）が利用の申込及び利用料金の減免の申請を行うもの
3 学年若しくは学科又は部活動の部単位以上の規模で行うもの
4 実費を超える額の入場料又はこれに類するものを徴収しないもの
5 鑑賞、視聴を目的とするものでないこと
6 幼児、児童、生徒又は学生が文化芸術活動を実践する（出演者、制作者等として参加する。）もの又は学校（大学を除く。）における部活動に関するもので、次に該当するもの（対象行事に参加するための個人練習及び日々の部活動を除く。）
演劇、合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、日本音楽、吟詠剣詩舞、郷土芸能、マーチングバンド・バトントワリング、美術・工芸、書道、写真、放送、囲碁、将棋、弁論、新聞、文芸、郷土研究、舞踊、映画、講談、落語、浪曲、漫談、漫才、茶道、華道、神楽、雅楽、能楽、文楽、歌舞伎
２  申込者から施設利用料等の減免の申請があった場合には、理事長は、その可否を判断するため、団体概要書、事業に係る収支予算書及び事業計画書等の資料の提出を求めることができる。　


6． 標準処理基準
	鳥取県立県民文化会館の管理・利用に関する規定第９条第２項に準ずる。
　前項に定める審査は、利用申込書を受理してから15日以内に行わなくてはならない。


